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ロボットは，平地における最高速度 400[mm/s] の 37% という高い歩行速度 150[mm/s]を実現
し，ロボットの世界的なサッカー競技大会「ロボカップ」の不整地歩行競技では，2 位のロ
ボットに比べて 9 倍の歩行速度で不整地を踏破して 1 位を獲得した．膝関節伸展歩行のロボ
ットは，膝の関節角度の軌道が従来歩行に比べてより人間に近いことが確認され，消費電力
が従来歩行の 61% という高いエネルギ効率を実現し，ロボカップのテクニカルチャレンジ
競技では 3 位の結果を獲得した．本歩行手法は，ヒューマノイドロボットの実機を使用した
検証結果とロボカップで実施した参考実験の結果により，ヒューマノイドロボットの実用化
に向けた実践的な歩行手法であることが確認された． 
